
令和元年第３回水戸市議会定例会質問及び答弁内容等について 

 

１ 会期 

  令和元年９月２日(月)から９月 24 日(火)まで 23 日間 

 

２ 本会議の状況 

 （1）発言通告の状況 

区分 代表質問 議案質疑・一般質問 

発言通告（全体） ６会派 14 議員 

うち，教育行政に係る発言通告 ４会派 ４議員 

（2）質問及び答弁内容 12 項目 12 件 

区分 質問内容 

学校教育部門 

（８項目８件） 

学校プールについて※（１件），学校給食費について※（１件）， 

小中学生への食育について※（１件）， 

県立高等学校の中等部（中学）併設改革について※（１件）， 

多様性への配慮について（１件），授業時数について（１件）， 

教職員の配置について（１件），校庭及び遊具の整備について（１件） 

社会教育部門 

(１項目１件） 

笠原不動尊について（１件） 

子育て支援部門 

（３項目３件） 

開放学級について※（１件），副食費の徴収について※（１件）， 

認定こども園化について（１件） 

 ※は，代表質問の質問内容が含まれている項目 

報告（１） 



(3) 質問及び答弁要旨 

 質問要旨 答弁要旨 

代表質問 

質問者 

 公明党水戸市議会 

 高倉 富士男 

答弁者 

  市長 

 教育長 

担当課 

 放課後児童課 

 学校施設課 

質問内容 

開放学級について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校プールについ

て 

 

１ 当面する政策課題について 

⑴ 開放学級の充実に向けた

取り組みについて 

   待機児童を解消するため

には，実施施設の確保が重

要と考えるが，これまでの

取組と今後の見通しについ

て伺いたい。 

   放課後児童支援員の確保

策として，どのような取組

をしているのか伺いたい。 

   放課後子ども教室との一

体的な運営等，ソフト面の充

実も必要になると考えるが，

市長の考えを伺いたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵ 老朽化する学校プールへ

の対応と今後のあり方につ

いて 

   本市の学校プールは，老朽

化が著しいが，学校プールの

現状について伺いたい。 

   学校プールのあり方を早

急に定め，計画的に管理する

べきと考えるが，本市の考え

を伺いたい。 

 

本年度から，新たに放課後児童課を設置

し，放課後児童対策における課題の解決に

集中的に取り組んでいるところである。 

実施施設の確保については，本市では，

余裕教室の活用を基本とし，不足する場合

は開放学級専用棟を建設するなど，積極的

に取り組み，これまでに 15 棟を建設した。

さらに本年度，稲荷第一小学校に専用棟を

建設するなど，必要な実施施設の確保を図

っているところである。 

放課後児童支援員の確保及び定着を図

るため，本年度は，処遇改善として，１時

間相当の報酬額を昨年度の 900 円から

1,000 円に大幅な引き上げを行うととも

に，開放学級の運営等に対し，具体的な指

導・助言を行う訪問指導員の増員を行い，

支援員のサポート体制の充実に努めたと

ころである。 

私自身も開放学級の視察を行い，現場と

の課題の共有を図ったところであり，この

中で，子どもたちが過ごしやすく，支援員

も働きやすい環境整備の必要性を改めて

痛感するとともに，ソフト面においても，

単に児童を預かるだけではなく，子どもの

自主性，社会性等のより一層の向上を図る

ことが重要であると考えている。 

その実現のため，放課後子ども教室と開

放学級の一体的な運営を一層推進するこ

とで，学習やスポーツ・文化活動など，多

様な体験・活動に接する機会を増やし，子

どもたちの心豊かで健やかな成長につな

げたいと考えている。 

 

本市の学校プールの現状は，現在，46

校において保有しており，その多くが，校

舎建設当時に建設されたもので，建設後

30 年以上経過し，老朽化が進んでいる学

校が，多数を占める状況にあり，使用不能

となっているプールのある学校が，２校あ

る。 

「水戸市第６次総合計画－みと魁プラ

ン－」において，現有するプールについて，

できる限り長い期間の使用を継続するた

め，学校プール設備等の改修事業を位置付

け，計画的に事業の推進を図っているとこ

ろである。児童生徒にとって，快適で機能



 質問要旨 答弁要旨 

的な教育環境を整備することは，大変重要

であり，学校施設の整備充実は優先課題で

あると認識している。 

今後については，これまでの方針を基本

とし，近隣学校間でのプールの共有化や，

既存の社会体育施設及び常澄地区に新た

に建設される健康増進等施設の屋内プー

ルの一層の活用も視野に入れ，子どもたち

にとって必要な水泳学習が，夏季以外にも

年間を通して実施できる体制を整えると

ともに，学校プールのあり方について検討

を進め，より適切な教育環境を確保しなが

ら，計画的かつ安全に水泳学習ができるよ

う，取り組んでいく。 

代表質問 

質問者 

 日本共産党水戸市

議団 

 中庭 次男 

答弁者 

教育長 

担当課 

 幼児教育課 

 学校保健給食課 

質問内容 

副食費の徴収につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校給食費につい

て 

 

 

１ 幼児教育・保育の無償化につ

いて 

⑴ 保育料の無償化に伴う副

食費の徴収について 

  10 月より，３歳児から５

歳児の保育料が無償化され

るが，副食費についても無償

化してはどうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵ 保育料，副食費を児童手当

から徴収することについて 

  10 月から保護者負担とな

る副食費についても，児童手

当から徴収するのか伺いた

い。 

    

 

 

 

２ 教育行政について 

 ⑴ 学校給食費の無料化につ

いて 

   本市の学校給食費は小学

校で月 4,300 円，中学校で月

4,500 円であり，義務教育に

幼児教育・保育の無償化では，これまで，

保育料に含まれていた，「副食費」は，無

償化の対象外となり，実費による徴収が基

本と国から示されたところである。このこ

とを受け，公立保育所においては，国が目

安とする，月額 4,500 円を徴収するよう現

在検討しているところであり，民間保育所

においても，国の 4,500 円を目安に副食費

を園独自で料金設定し，徴収することとな

る。 

今後とも質の担保された給食を提供し

続けるためには，一定の費用を徴収する必

要があると考えているため，保護者の皆様

に御理解をいただきながら，食材料費とし

ての，実費を徴収することとし，各利用世

帯への周知を丁寧に行っている。 

 

本市においては，現在，保育料を児童手

当から徴収する「申出徴収」を実施してい

る。この申出徴収は，任意で行っている制

度であり，現在は，保育所利用者の約 57％

から申出をいただいている。今後は，公立

保育所の副食費においても，「申出徴収」

を行うこととし，現在，実施に向けた準備

を進めており，さらに申出徴収の制度の周

知に努めていく。 

 

学校給食に係る費用負担については，学

校給食法の規定において，学校の設置者が

施設・設備整備費，修繕費，人件費を負担

することとなっている。本市においては，

光熱水費も公費負担としており，保護者に

は食材料費のみを御負担いただいている。  



 質問要旨 答弁要旨 

係る費用の中で重い負担と

なっている。県内では城里町

や大子町が無償化となって

いるが，本市でも無償化にし

てはどうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵ 学校給食費を児童手当か

ら徴収することについて 

  児童手当から徴収するこ

とは，子どもの貧困をさらに

拡大するものであり，中止す

べきと考えるが見解を伺い

たい。 

昨年度から本市の農業の振興と地産地

消，食育の推進に寄与することを目的とし

て，学校給食における地場農産物の活用促

進事業を実施している。今年度は，地場農

産物の食材料費として約 3,300 万円の予

算が農林水産業費に計上されており，水戸

市内で生産された地場産物や特産品を多

く取り入れた「ＭＩＴＯごはん」を提供す

るなど，学校給食の充実に努めている。 

学校給食費の無償化を実施することに

ついては，年間約 10 億円の財政負担が新

たに生じることから，財政上困難である。 

 

学校給食費に未納がある場合には，公平

性の観点から，児童手当法第 21 条第１項

の規定に基づき，保護者からの申出による

児童手当からの徴収を実施している。就学

時の健康診断の際に，「児童手当に係る学

校給食費の徴収に関する申出書」を，「学

校給食申込書」とあわせて配布している

が，保護者あての通知には，納め忘れなど

による未納が生じた場合，児童手当から納

入ができるものであることを明記し，提出

について御協力をお願いしているところ

である。 

今後とも，学校給食の意義・役割を保護

者に十分に周知するとともに，未納や経済

的理由により支払いが困難となった場合

には，児童手当からの申出徴収制度や就学

援助制度の一層の活用をすすめていく。 

代表質問 

質問者 

民主・社民フォーラ  

ム 

 綿引 健 

答弁者 

 教育長 

担当課 

 学校保健給食課 

質問内容 

 小中学生への食育

について 

 

１ 農業行政について 

 ⑴ 水戸市内の小中学生への

食育に関するこれまでの取

り組みと今後の展開につい

て 

   食育は，幼いころから学ぶ

ことで「食」への関心が高

まり，望ましい食習慣と健

全で豊かな食生活を実践す

る力を養うことにおいて大

事であると考えるが，本市

の小中学生への食育に関す

るこれまでの取組と今後の

展開について伺いたい。 

 

本市においては，「水戸市健康増進・食

育推進計画（第２次）」に基づき，「健康的

な食生活の推進」，「食文化の継承と地産地

消の推進」，「食の大切さと安全性を伝える

活動の推進」の３つの基本施策を実施して

いる。昨年度からの新たな取組として，学

校給食共同調理場を「学校給食を活用した

食育の拠点」として位置づけ，児童生徒は

もとより保護者等に対し，栄養士による食

育講話を７回実施し,約 120 人が参加する

など，広く市民に開かれた食育活動を推進

している。また，各学校で保護者に参加を

呼びかけ，親子給食なども実施している。 

今後とも，栄養教諭等による食の指導や

学校給食共同調理場を拠点とした食育の

推進など，これまでの取組を引き続き実施

していくとともに，新たに，小学校６年生



 質問要旨 答弁要旨 

を対象に，中学生用給食の試食会を実施す

るなど，学校給食や食生活に対する理解啓

発を図り，食育の一層の推進に努めてい

く。 

代表質問 

質問者 

魁，水戸 

 渡辺 政明 

答弁者 

 教育長 

担当課 

 学校管理課 

質問内容 

 県立高等学校の中

等部（中学）併設改革

について 

 

１ 県が進める県立高等学校の

中等部（中学）併設改革につい

て 

 ⑴ これまで文教の府・水戸と

して進めてきた小中学校に

おける水戸ならではの教育

理念や教育目的，成果などに

ついての思い，見解について 

 

 

 

 

 ⑵ この改革は，教育行政執行

上さまざまな混乱が予想さ

れるが，水戸市ではこの改革

をいつ知ったのか，事前の相

談や協議はあったのか，その

経緯と実態，水戸市の問題点

について 

 

 

 

 

 

 ⑶ この改革は，市民にとって

身近で重要な教育問題と考

えるが，これまでの教育活動

や健全育成に熱い情熱を注

いだ多くの教職員やＰＴＡ，

子ども会育成会，地域の各種

団体の受けとめ，反応などの

現況と教育長，教育委員各位

の考えと見解について 

 

 

 

 

 

 ⑷ 県が示す「地域の人材を地

域が育てる」の教育内容と目

標，地域の中学校として中心

的役割の具体的な取り組み

内容，手段，方法についての

水戸市立中学校等においては，水戸市教

育施策大綱に定める「水戸を愛し，世界で

活躍できる人材の育成」を基本理念とし

て，文武不岐の精神に基づき，教職員が尽

力し，学習やスポーツなどにおいて，他市

を上回る成果を上げてきた。今後とも，国

立，県立，私立中学校等とも切磋琢磨しあ

いながら，本年度から地域の皆様と共に推

進しているコミュニティスクールの良さ

を生かし，本市の中学校教育の充実を図っ

ていく。 

 

県との協議状況については，本市も含め

て，新たに開設される中高一貫教育校が所

在するそれぞれの市町村に対し，公表前の

本年１月下旬頃に県立高等学校改革プラ

ンに基づき，その考え方や開設予定の学

校，開設時期，募集定員等についての説明

があった。さらに本年４月から全市町村教

育委員会に対し，説明を行うこととし，８

月末現在，30 市町村が終了しているとの

ことであり，本市の教育委員会に対して

も，５月に改めての説明があった。 

 

就学児童生徒数など，本市をはじめ，他

市町村への影響も懸念されることから，茨

城県市町村教育長協議会から県教育委員

会に対し，更なる市町村教育委員会との連

携を図るとともに，保護者や地域住民，教

職員全般に対して，十分な説明を行うよう

要望したところである。こうした要望に対

し，県教育委員会では，今後，説明会の開

催を予定するとともに，県教育委員会ホー

ムページ，広報紙等において，概要の周知

に努めている。また，教職員一人一人に対

し，インターネットによる概要の配信も行

っている。 

 

県教育委員会では，県立水戸第一高等学

校においても，現在，開設準備委員会を組

織し，学校像や育てたい人財，教育目標等

について協議しており，今後，地域住民も

含め，児童・保護者等に対し，学校や県の



 質問要旨 答弁要旨 

詳細，また水戸市が進めてき

た同様の施策との違いにつ

いての詳細と今後の見通し 

 

ホームページ，広報紙等で概要を掲載する

ことにしている。説明会については，本年

度中に開催するとのことである。また，開

設準備委員会に本市教育委員会職員を参

加させていることから，本市のこれまでの

取組や教育理念について申入れをすると

ともに，具体的な取組や教育内容に対し，

本市としての要望，意見等を伝えていく。

今後とも，水戸学の精神である，先人の教

えである先見性や実践性，国際的な視野を

念頭に置きながら，弘道館の魁の精神の受

け継ぐ文教の府にふさわしい水戸ならで

はの魅力ある教育を，誇りをもって推進し

ていく。 

一般質問 

質問者 
 立憲みと 
 滑川 友理 
答弁者 
 教育部長 
担当課 
 総合教育研究所 
質問内容 
多様性への配慮に

ついて 

１ 教育行政について 

 ⑴ 教育現場における多様性

への配慮について 

学校においても性的マイ

ノリティや多様な性別に配

慮した教育を行うことが大

切であると考えるが，今後，

水戸市としてどのように取

り組んでいくのか伺いたい。 

各学校においては，人権擁護委員を講師

に招き，講話，ビデオ上映，紙芝居などを

通して「性的指向を理由とする偏見や差別

をなくすこと」などを含む，「17の人権課

題」について，児童生徒と一緒に考える人

権教室を実施するとともに，「自分らしさ，

あなたらしさ」などの標語を用いた人権啓

発ポスター，人権作文，人権シンボルマー

クを作成するなど，各学校で工夫した取組

を行っている。さらに，教職員に対しては，

性的マイノリティを含む人権課題につい

ての理解を深め，資質及び指導力の向上を

図ることを目的に人権教育研修会を毎年

開催している。特に，昨年と一昨年は，性

のあり方の多様性について理解を深める

ため，ＬＧＢＴについての研修を行った。

今後は，人権教室等の中で，性的マイノリ

ティについての題材を多く取り上げ，理解

を深めながら，性的マイノリティや多様な

性に配慮した教育の推進に努めていく。 

一般質問 

質問者 
 立憲みと 
 萩谷 慎一 
答弁者 
 教育部長 
担当課 
 歴史文化財課 
質問内容 
笠原不動尊につい

て 

 

 

１ 笠原地区のまちづくりにつ

いて 

⑴ 笠原不動尊の整備につい     
 て 
  県指定史跡笠原水道の文
化財指定エリアを拡充し，笠
原不動尊を含めることがで
きないか。また，地域文化財
制度を活用して支援できな
いか，見解を伺いたい。 

 

笠原不動尊がある場所を史跡に追加指

定するためには，県史跡の指定要件であ

る，「わが国及び本県の歴史の正しい理解

のために欠くことができず，かつ，その遺

跡の規模，遺構，出土遺物等において，学

術的価値が高いこと」を証明すること，土

地や建造物等の所有者全員の同意を取得

すること等の要件がある。学術的な証明に

ついては，笠原水道と笠原不動尊の関係を

明らかにするため，古文書等の所在調査を

実施するとともに，笠原不動尊の前身であ

る漱石山銀河寺の場所を特定するため，発

掘調査を実施する必要があり，息の長い取



 質問要旨 答弁要旨 

 

 

 

 

 

 

組が前提となる。また，現状では笠原不動

尊の所有者が明確でないなどの課題があ

る。 

地域文化財の認定を受ける際には，成立

して概ね 50 年以上が経過しているもの，

所有者や管理責任者がはっきりしている

もの，地域が守ってきたもの，文化財的価

値を有しているものなどの基準がある。現

在の笠原不動尊の建物については，以上の

要件を満たしていないことから，現状では

地域文化財の認定は困難な状況にある。本

市としては，地域住民の方々が，土地や建

物の所有者の特定や，建物の撤去等を目指

す活動をされていると伺っているので，そ

の活動の状況を注視していく。 

一般質問 

質問者 

 日本共産党水戸市

議団 

 土田 記代美 

答弁者 

 教育部長 

担当課 

 総合教育研究所 

学校管理課 

学校施設課 

質問内容 

 授業時数について 

 

 

 

 

 

 

 

 教職員の配置につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 教育行政について 

 ⑴ 授業時数について 

   水戸市では，夏季休業明け

の始業式の日に，小学生が５

時間目まで授業を行ってい

る。子どもたちの心身の負担

を考えて，始業式の日は授業

時数を減らすなどの配慮が

必要ではないか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑵ 教職員の配置について 

   全国的に教職員の過重労

働が問題となっている。学校

現場では，教職員の増員を求

める声を聴くが，本市として

の対応について伺いたい。  

 

 

 

 

 

 始業式の授業については，以前から，保

護者より，給食を実施して，午後に授業を

行ってほしいという要望が出ているとと

もに，新学習指導要領では，標準総授業時

数が増加したことから，授業日数のさらな

る確保が必要となった。そのため，本市で

は，新学習指導要領への移行期間となった

昨年度から，市内全校で，２学期及び３学

期の始業式の日に給食を提供し，午後の授

業を行うこととした。なお，各学校では，

教科の学習ではなく，２学期の目標発表や

夏休みの作品発表を行ったり，避難訓練や

保護者への引き渡し訓練を行ったりする

など，学校生活のリズムを徐々に取り戻せ

るよう，配慮している。今後とも，授業時

数をしっかりと確保し，児童に十分な学力

を身に付けさせるとともに，児童が心身の

負担を感じることなく学校生活が送れる

よう，一人一人に寄り添った対応に努めて

いく。 

 

教職員の業務の負担軽減を図るうえで，

教職員の増員を図ることは有効な方策で

あり，国においては，標準法に定める定数

に加え，様々な種類の教員加配措置を行っ

ている。本年度は，少人数指導担当教員，

生徒指導担当教員，小学校において教科担

任制を導入する際の専科教員など，市全体

で 95 名の教職員を定数以外に確保するこ

とができた。さらに，本市独自の取組とし

ては，児童生徒にきめ細やかで質の高い教

育を保障するため，教職員免許状を有する



 質問要旨 答弁要旨 

 

 

 

 

 

 

 

 

 校庭及び遊具の整

備について 

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑶ 校庭及び遊具の整備につ

いて 

   校庭に凹凸のある学校が

見受けられるが，安心して使

用出来る校庭となるよう整

備が必要と考える。 

また，遊具も老朽化してお

り，速やかな整備が必要と考

えるが，今後の対応について

伺いたい。 

者を学力向上サポーターとして任用して

おり，現在では，大規模小学校への複数配

置など，54 名を任用している。今後とも，

国や県教育委員会に対し，加配教員の更な

る措置を要望するとともに，学力向上サポ

ーターの効果的活用を研究し，教職員の負

担軽減に努めていく。 

 

学校からの状況報告を踏まえ，子どもた

ちの活動が制限される場合には，整地等の

応急措置を行うとともに，大規模な工事に

併せて，運動場の整備を図っているところ

であり，今後においても，子どもたちや地

域の方々が，安全に安心して，スポーツに

親しむことができるよう，各校の現状を把

握し，計画的な整備に向けて，状況に応じ

て，優先順位を定めるとともに，適切な維

持管理に努めていく。 

遊具の老朽化対策は，市教育委員会にお

いて作成した学校遊具等点検マニュアル

を活用し，全校において，毎月，安全点検

を実施している。この点検結果をもとに，

老朽化している遊具等の状況を把握し，簡

易な修繕で対応可能なものについては，速

やかに修繕するとともに，必要に応じて，

大規模な改修等を実施することとしてい

る。 

一般質問 

質問者 

 県都市民クラブ 

 袴塚 孝雄 

答弁者 

 教育部長 

担当課 

 幼児教育課 

質問内容 

 認定こども園化に

ついて 

１ 市長の政治姿勢について 

⑴ 公立の認定こども園化に

向けたスケジュールと小規

模保育事業卒園者の受け皿

確保について 

  公立の幼稚園・保育所の認

定こども園化を実現すると

伺ったが，そのスケジュール

について伺いたい。 

また，今年度，多数の児童

が小規模保育事業を卒園す

ると思われるが，卒園する児

童の受け皿の確保策につい

て伺いたい。 

公立の認定こども園化については，本年

６月開催の市議会定例会において市長が

答弁されたとおり，稲荷第一幼稚園・常澄

保育所及び内原幼稚園・内原保育所の幼保

連携型認定こども園への移行を目指し，現

在，国が示す運営に関する基準の確認や教

育・保育カリキュラムの改訂など，準備を

進めているところである。今後のスケジュ

ールとしては，現在入園・入所している児

童の保護者に，認定こども園への移行の見

込みについてお知らせするとともに，今後

この２つの園に入園を希望する保護者や

地域住民に対し，十分な説明を行ったうえ

で，来年４月の移行の実現に向け，条例案

を令和元年第４回市議会定例会に提案し

たいと考えている。 

小規模保育事業の卒園者の受け皿の確

保については，小規模保育事業者に対し，

卒園児童の受入れ先となる連携園を複数

設けてもらうことや，同一法人が運営する



 質問要旨 答弁要旨 

保育所の３歳児の受入れ枠の拡大を促し

てきた。また，小規模保育施設の卒園児童

の受け皿として，公立幼稚園を３歳からの

受入れが可能な幼稚園型認定こども園に

移行することも必要であると考えている。

このため，早急に公立幼稚園再編計画を策

定し，地域や保護者の方々に十分な御理解

をいただきながら，計画的に公立幼稚園の

再編に取り組み，円滑な転園に向けた受け

皿の確保に努めていく。 

 



特別展「大正の漫画家・山田みのる」の開催について 

 

１ 概  要 

 大正時代に活躍した漫画家・山田みのるは，水戸の八幡町の出身です。 

東京美術学校で洋画を学び，在学中から漫画を発表し始めました。 

卒業後は新聞社に勤め，時事漫画や風刺漫画を新聞や雑誌に発表し，さらに子ども向けの雑誌に

も漫画を掲載しました。 

山田みのるの作品は，独自の視点で捉えた人間社会の様子を，柔らかく温かな画風で表現してい

るのが特徴です。しかし，若くしてこの世を去ってしまったため，彼の画業はこれまであまり広く

知られる機会がありませんでした。 

  そこで本展は，山田みのるの幅広い作品を一堂に集め，その画業を紹介するものです。 

同時に，山田みのると交流のあった漫画家たちの作品も展示し，大正時代の漫画界をご覧いただ

きます。 

 

２ 会 期  

令和元年 10 月 20 日（日）～11 月 24 日（日） 

  ※月曜休館（ただし，11月４日（月）は開館，11月５日（火）休館） 

 

３ 会 場   

水戸市立博物館（水戸市大町３－３－20） ４階，３階展示室 

 

４ 展示資料 

・雑誌『面白倶楽部』表紙「動物の踊り」（東京大学法学部附属明治新聞雑誌文庫所蔵） 

・「関東大地震画 さすらひの人々」（東京都江戸東京博物館所蔵）５点 

・「東海道五十三次漫画絵巻」（公益財団法人大川美術館所蔵）55点  ほか 

 

５ 入 場 料   

一般 200 円（20 名以上の団体料金 150 円） 

  高校生以下，65 歳以上，障害者手帳・療育手帳等所持者とその付き添い１名は無料 

その他各種割引あり 

                                

６ 関連行事 

〇 講演会 

テーマ 「時代と人が生み出す風刺とユーモア 日本近代漫画の展開」 

 講 師 湯本豪一氏（漫画史研究家・元川崎市市民ミュージアム学芸室長） 

 日 時 11 月 17 日（日）13：30～15：00 

 会 場 ３階視聴覚室 

※その他イベントの詳細は，別添チラシ参照。 

その他（１） 







次回以降の教育委員会会議等日程（案） 

令和元年10月３日現在  

区 分 日 時 場 所 備 考 

辞令交付式 令和元年10月４日（金） 

 午前９時から 

水戸市役所 ４階 

 市長応接室 

※上着・ネクタイ

着用になります。 

自治表彰式 令和元年10月４日（金） 

 午前９時15分から 

水戸市役所 ４階 

 市長応接室 

※上着・ネクタイ

着用になります。 

第６回教育委員会定

例会 

令和元年11月７日（木） 

 午後５時から 

水戸市役所 ３階 

 教育委員会室 

※11月８日（金）

から変更になり

ます。 

第７回教育委員会定

例会 

令和元年11月19日（火） 

 午後５時から 

水戸市役所 ３階 

 教育委員会室 

 

※ゴシック体は，追加日程です。 

 


